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『コロナ対策の政策評価』参考文献の URL 

 
本文と参考文献リストにある文献については、紙媒体では URL を省略したが、読者の

便宜のため、この付録で URL をリンク（2025 年 4 月 29 日閲覧）とともに示している。 
 

本文にある文献の URL 

序章 われわれは合理的に対応したのか 
 2017 年 5 月の「統計改革推進会議最終取りまとめ」 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/toukeikaikaku/pdf/saishu_honbun.pdf 
 注「「新型コロナウイルス感染症対策専門家会議の開催について」（新型コロナウイルス

感染症対策本部決定、2020 年 2 月 14 日）」 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/konkyo.pdf 
 注「国立感染症研究所「新型コロナウイルス SARS-CoV-2 のゲノム分子疫学調査

（2020/4/16 現在）」」 
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/14057713/www.niid.go.jp/niid/ja/basic-
science/genome/9586-genome-2020-1.html 
 注「国立感染症研究所「新型コロナウイルス SARS-CoV-2 のゲノム分子疫学調査２

(2020/7/16 現在)」」 
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11607205/www.niid.go.jp/niid/ja/basic-
science/467-genome/9787-genome-2020-2.html 
 
第 1 章 「接触 8 割削減」の科学的根拠 
 「新型インフルエンザ等対策特別措置法案に対する附帯決議 ２０１２年４月 24 日 

参議院内閣委員会」 
https://www.sangiin.go.jp/japanese/gianjoho/ketsugi/180/f063_042401.pdf 
 「安倍首相は記者会見で以下のように述べている」 
安 倍 首 相 記 者 会 見 （ 2020 年 4 月 7 日 ）
https://www.kantei.go.jp/jp/98_abe/statement/2020/0407kaiken.html 
 「４月 11 日に日本経済新聞で報道され」 
「「接触 7 割減」では収束まで長期化 北大教授が警鐘」（日本経済新聞、2020 年 4 月 11
日） 
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO57961860R10C20A4CZ8000/） 
 「専門家有志の会の Twitter（現 X）アカウントで４月 15 日にツイート」 

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/toukeikaikaku/pdf/saishu_honbun.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/konkyo.pdf
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/14057713/www.niid.go.jp/niid/ja/basic-science/genome/9586-genome-2020-1.html
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/14057713/www.niid.go.jp/niid/ja/basic-science/genome/9586-genome-2020-1.html
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11607205/www.niid.go.jp/niid/ja/basic-science/467-genome/9787-genome-2020-2.html
https://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11607205/www.niid.go.jp/niid/ja/basic-science/467-genome/9787-genome-2020-2.html
https://www.sangiin.go.jp/japanese/gianjoho/ketsugi/180/f063_042401.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/98_abe/statement/2020/0407kaiken.html
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO57961860R10C20A4CZ8000/
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https://x.com/ClusterJapan/status/1250639295674634240 
 「西浦教授は４月４日に、専門家有志の会 Twitter アカウントで直接、この図の内容を

説明している」 
https://x.com/ClusterJapan/status/1246314012389675009 
 注「 「５月１日の専門家会議の「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」」 
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000627254.pdf 
 
第 2 章 「接触 8 割削減」の代替案の説明 
 「尾身会長から提出された資料で「最低 7 割、極力 8 割」が提案された」 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/shimon2.pdf#page=41 
 「諮問委員会では押谷教授と尾身氏が、接触削減の分析結果に言及している」 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/shimon2_2.pdf 
 「4 月 9 日に公開された「東京動画」（東京都公式動画チャンネル）」 
https://youtu.be/dUidT4gcDLo 
 注「この動画はライブ配信であるので、4 月 9 日収録と推定する」 
https://x.com/tocho_koho/status/1248156945770397696 
 注 「kyo_twit 氏 （https://x.com/kyo_twit）が公文書開示請求（5 政戦広第 1611 号）で

動画を入手しており、一連のファイルが、Google ドライブに格納されている」 
https://drive.google.com/drive/folders/1-6yF2JkFR74nT-
3FI6iq3HQoWvLrYVxt?usp=drive_link 
 「文字起こし記録がインターネットアーカイブにあるが」 
https://web.archive.org/web/20200410155042/https://tokyodouga.jp/duidt4gcdlo.html 
 「尾身氏は、4 月 13 日に放送されたテレビ番組「news zero」で、・・・と発言してい

る」 
「大切な人を守るため「自ら感染防止対策を」 山中伸弥教授と尾身茂氏が緊急対談｜新型
コロナウイルスと私たちの暮らし・日テレ特設サイト」日本テレビ 
https://www.ntv.co.jp/news_covid19/static/zero_0413OA.html 
 「4 月 24 日に放送された動画」 
「尾身氏「歴史的なチャレンジを我々はやっている」 山中教授・尾身茂氏が語る、私たち
が今できること｜新型コロナウイルスと私たちの暮らし・日テレ特設サイト」日本テレビ
https://www.ntv.co.jp/news_covid19/static/2020427_f01.html 
 「4 月 22 日の「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」であった。この資

料は、会議時に配布された案」 
「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（案）（新型コロナウイルス感染症対策
専門家会議、2020 年４月 22 日） 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020422.pdf 

https://x.com/ClusterJapan/status/1250639295674634240
https://x.com/ClusterJapan/status/1246314012389675009
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000627254.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/shimon2.pdf#page=41
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/shimon2_2.pdf
https://youtu.be/dUidT4gcDLo
https://x.com/tocho_koho/status/1248156945770397696
https://x.com/kyo_twit
https://drive.google.com/drive/folders/1-6yF2JkFR74nT-3FI6iq3HQoWvLrYVxt?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1-6yF2JkFR74nT-3FI6iq3HQoWvLrYVxt?usp=drive_link
https://web.archive.org/web/20200410155042/https:/tokyodouga.jp/duidt4gcdlo.html
https://www.ntv.co.jp/news_covid19/static/zero_0413OA.html
https://www.ntv.co.jp/news_covid19/static/2020427_f01.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020422.pdf
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 「会議後に発表された決定稿」 
「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（新型コロナウイルス感染症対策専門
家会議、2020 年４月 22 日） 
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000624048.pdf 
 「総理から国民の皆さんに、この 8 割の行動制限なぜ必要なのか、数字を入れて、是

非このテレビを通して訴えていただきたい。」 
https://kokkai.ndl.go.jp/txt/120115261X01720200429/290 
 「4 月 22 日の専門家会議の提言の内容に沿って、以下のように答弁した」 
https://kokkai.ndl.go.jp/txt/120115261X01720200429/291 
 注「専門家有志の会の Twitter アカウントによる 4 月 15 日のツイート」 
https://twitter.com/ClusterJapan/status/1250639295674634240 
 「日本経済新聞で報道された際には、100 人の線は水平線に置き換えられていて、新聞

社が訂正をしている」 
「「接触 7 割減」では収束まで長期化 北大教授が警鐘」（日本経済新聞、2020 年 4 月 11
日） 
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO57961860R10C20A4CZ8000/。 
 
第 3 章 「接触 8 割削減」の検証可能性 
 「緊急事態宣言が解除された 5 月 25 日の記者会見」 
https://www.kantei.go.jp/jp/98_abe/statement/2020/0525kaiken.html 
 注 「 「言わなくなった「最低７割」減 安倍首相 軌道修正の理由は」毎日新聞、2020

年 4 月 23 日」 
https://mainichi.jp/articles/20200423/k00/00m/040/186000c 
 「新型コロナウイルス感染症対応に関する有識者会議」 
「新型コロナウイルス感染症へのこれまでの取組を踏まえた次の感染症危機に向けた中長
期的な課題について」（2023 年 6 月 15 日） 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/coronavirus_yushiki/pdf/corona_kadai.pdf 
 「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（新型コロナウイルス感染症対策

専門家会議、2020 年 5 月 1 日） 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020501_1.pdf 
 「4 月 22 日の「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」」 
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000624048.pdf 
 「西浦教授は 4 月 24 日のメディア向けの意見交換会で、4 月 22 日資料と呼応する内

容の説明をおこなっている」 
北大・西浦教授「8 割接触削減」評価の根拠について説明（2020 年 4 月 24 日） 
https://youtu.be/0M6gpMlssPM 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000624048.pdf
https://kokkai.ndl.go.jp/txt/120115261X01720200429/290
https://kokkai.ndl.go.jp/txt/120115261X01720200429/291
https://twitter.com/ClusterJapan/status/1250639295674634240
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO57961860R10C20A4CZ8000/
https://www.kantei.go.jp/jp/98_abe/statement/2020/0525kaiken.html
https://mainichi.jp/articles/20200423/k00/00m/040/186000c
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/coronavirus_yushiki/pdf/corona_kadai.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020501_1.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000624048.pdf
https://youtu.be/0M6gpMlssPM
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 「5 月 1 日の専門家会議での資料と会議後記者会見では、4 月 24 日に説明された
Zagheni et al. (2008)に基づく指標が、接触率から人流に変更された」 

政府の専門家会議 感染者減でも「外出自粛などの継続」提言（2020 年 5 月 1 日） 
https://youtu.be/pnh1Kw4ozhM 
「平日昼・30 歳以上、通勤で「8 割削減」達成ならず」m3.com 
https://www.m3.com/news/open/iryoishin/765967 
 「資料では「接触率（一人当たりが経験する単位時間当たりの接触頻度）と人流（都市

部の人口サイズ）の積に相当する接触行動の変容（以下「接触頻度」という。）」を評価
するとしており」 

「2020 年 5 月 1 日の専門家会議での報告内容の補足」（厚生労働省コロナ対策本部クラス
ター対策班） 
https://github.com/contactmodel/20200501/blob/master/0501_public.pdf 
 注「「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」（図 3、図 4。新型コロナウイ

ルス感染症対策専門家会議、2020 年 5 月 22 日）」 
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000627254.pdf 
 注「 「感染者減「期待に至らなかった」 専門家会議の分析は[新型コロナウイルス]」

（朝日新聞デジタル、2020 年 5 月 2 日）」 
https://www.asahi.com/articles/ASN516TKMN51ULBJ014.html 
 注「篠田英朗「西浦モデルの検証⑧ 西浦教授は専門家会議から撤退せよ」アゴラ （2020

年 5 月 2 日）。」 
https://agora-web.jp/archives/2045808.html 
 「新型コロナウイルス感染症の医療提供体制確保のための新たな流行シナリオ」 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020619.pdf 
 「3 月 2 日の専門家会議資料」 
「新型コロナウイルス感染症の流行シナリオ（2 月 29 日時点）」（新型コロナウイルス感染
症対策専門家会議、2020 年 3 月 2 日） 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020302.pdf 
 
第 4 章 基本再生産数の変更 
 「新型インフルエンザ等対策特別措置法案に対する附帯決議 2012 年 3 月 28 日 衆

議院内閣委員会」 
https://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_rchome.nsf/html/rchome/Futai/naikakuB70CD52
800C6CE25492579D1001711EC.htm 
 「新型インフルエンザ等対策特別措置法案に対する附帯決議 2012 年 4 月 24 日 参

議院内閣委員会」 
https://www.sangiin.go.jp/japanese/gianjoho/ketsugi/180/f063_042401.pdf 

https://youtu.be/pnh1Kw4ozhM
https://www.m3.com/news/open/iryoishin/765967
https://github.com/contactmodel/20200501/blob/master/0501_public.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000627254.pdf
https://www.asahi.com/articles/ASN516TKMN51ULBJ014.html
https://agora-web.jp/archives/2045808.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020619.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020302.pdf
https://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_rchome.nsf/html/rchome/Futai/naikakuB70CD52800C6CE25492579D1001711EC.htm
https://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_rchome.nsf/html/rchome/Futai/naikakuB70CD52800C6CE25492579D1001711EC.htm
https://www.sangiin.go.jp/japanese/gianjoho/ketsugi/180/f063_042401.pdf
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 「新型コロナウイルス感染症の流行シナリオ（2 月 29 日時点）」 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020302.pdf 
 注「橋本佳子「西浦北大教授「3 つの COVID-19 流行シナリオ、いずれも最悪の場合」」

医療維新（2020 年 3 月 11 日）。」 
https://www.m3.com/news/open/iryoishin/738238 
 「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言（３月 19 日）」 
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000610566.pdf 
 注「新型コロナウイルス感染症の医療提供体制確保のための新たな流行シナリオ」 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020619.pdf 
 「ワクチン接種が進む中で日常生活はどのように変わり得るのか？」 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/bunkakai/dai7/vaccine_nichijou.pdf 
 注「分析の詳細は、当日の会議の参考資料 3 に示されている」 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/bunkakai/dai7/gijisidai.pdf#page=56 
 「尾身茂新型コロナウイルス感染症対策分科会会長は 7 月 29 日の参議院内閣委員会

で」 
https://kokkai.ndl.go.jp/txt/120414889X00220210729/83 
 「尾身氏は、8 月 10 日のウェブ配信番組では」 
https://twitter.com/nico_nico_news/status/1425084527609749512 
 
第 5 章 健康と経済のトレードオフ 
 注「鈴木基「感染対策と社会経済活動、「二項対立」から脱却を」医療維新（2021 年 11

月 20 日）。」 
https://www.m3.com/news/open/iryoishin/985122 
 注「内閣府政策統括官（共生社会政策担当）『交通事故の被害・損失の経済的分析に関

する調査研究報告書』2007 年 3 月」 
https://www8.cao.go.jp/koutu/chou-ken/19html/houkoku.html 
 注「内閣府政策統括官（共生社会政策担当）『平成 23 年度交通事故の被害・損失の経

済的分析に関する調査報告書』（2012 年 3 月）の「参考資料 5」」 
https://www8.cao.go.jp/koutu/chou-ken/h23/houkoku.html 
 注「 「令和４年度交通事故の被害・損失の経済的分析に関する調査」（2023 年３月）」 
https://www8.cao.go.jp/koutu/chou-ken/r04/index.html 
 「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（共通編）」（2023 年 9 月） 
https://www.mlit.go.jp/tec/hyouka/public/230912/shishin/shishin230912.pdf 
 
第 6 章 第 1 波対策の効果と費用 
 注「 「2020 年 8 月 7 日の新型インフルエンザ等対策推進会議新型コロナ対策分科会の

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020302.pdf
https://www.m3.com/news/open/iryoishin/738238
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000610566.pdf
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/novel_coronavirus/senmonkakaigi/sidai_r020619.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/bunkakai/dai7/vaccine_nichijou.pdf
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/bunkakai/dai7/gijisidai.pdf#page=56
https://kokkai.ndl.go.jp/txt/120414889X00220210729/83
https://twitter.com/nico_nico_news/status/1425084527609749512
https://www.m3.com/news/open/iryoishin/985122
https://www8.cao.go.jp/koutu/chou-ken/19html/houkoku.html
https://www8.cao.go.jp/koutu/chou-ken/h23/houkoku.html
https://www8.cao.go.jp/koutu/chou-ken/r04/index.html
https://www.mlit.go.jp/tec/hyouka/public/230912/shishin/shishin230912.pdf
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提言（「今後想定される感染状況と対策について」）」 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/bunkakai/kongo_soutei_taisaku.pdf 
 『新型インフルエンザ等対策政府行動計画』（平成 25 年６月７日、平成 29 年９月 12

日（変更））p.4。 
https://www.caicm.go.jp/jp/seisaku/ful/keikaku/pdf/h29_koudou.pdf 
 
第 7 章 対策の負荷の偏在 
 注「内閣官房行政改革推進本部事務局「EBPM の推進について」（2019 年 9 月 9 日、

EBPM 推進委員会第 4 回資料 1）」 
https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11987457/www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/ebpm/dai4
/siryou1.pdf 
 注「岩永直子 「エンデミックに至る過程で予想される大量の高齢者の死 今が未来を変

えるラストチャンス」（BuzzFeed、2022 年 8 月 21 日）」 
https://www.buzzfeed.com/jp/naokoiwanaga/covid-19-nishiura-20220819-2 
 
第 8 章 行動を理解する 
 「東洋経済オンライン」 
https://toyokeizai.net/sp/visual/tko/covid19/ 
 「2021 年 4 月 8 日の新型コロナウイルス感染症対策分科会資料」 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/bunkakai/dai1/kouka_bunseki.pdf 
 「日本公衆衛生学会が作成した「保健師のための積極的疫学調査ガイド」」 
https://www.jsph.jp/covid/files/COVID-19_0430.pdf 
 
あとがき 
 「それまでに出てきた経済学的分析をまとめた解説論文」 
https://doi.org/10.1007/s42973-021-00096-6 
 「2022 年の新型コロナウイルス感染症対応に関する有識者会議」 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/coronavirus_yushiki/pdf/corona_kadai.pdf 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/coronavirus_yushiki/pdf/attachment.pdf 
 「2024 年の政府行動計画の改定」 
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/taisakusuisin/dai1_2023/gijisidai_7.pdf 
 岩本康志(2022)「新型コロナウイルス感染症と経済学」 
https://doi.org/10.24742/jhep.2021.10 
 

  

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/bunkakai/kongo_soutei_taisaku.pdf
https://www.caicm.go.jp/jp/seisaku/ful/keikaku/pdf/h29_koudou.pdf
https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11987457/www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/ebpm/dai4/siryou1.pdf
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https://doi.org/10.1007/s42973-021-00096-6
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https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/coronavirus_yushiki/pdf/attachment.pdf
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